
 

２０２６年３月５日 

 

鉄道博物館・東武博物館連携企画 車両展示第二弾 

鉄道博物館で 

東武鉄道 10030 型車両を展示します！ 
 

東 武 鉄 道 株 式 会 社 

 

 東武鉄道（本社：東京都墨田区）では、公益財団法人東日本鉄道文化財団鉄道博物館（以下、

鉄道博物館 埼玉県さいたま市）、一般財団法人東武博物館（以下、東武博物館 東京都墨田

区）と連携し、鉄道博物館において、３月２３日（月）から４月５日（日）までの期間限定で東

武鉄道が所有する１００３０型車両（１１２６７編成）を展示いたします。 

 なお、展示期間中は鉄道博物館において様々なイベントもおこないます。 

 

<車両展示およびイベント概要> 

１ 車両の展示 

（１）期  間：２０２６年３月２３日（月）～４月５日（日） 

（２）場  所：鉄道博物館 Ｅ１系横 車両展示スペース 

（３）車  両：東武鉄道１００３０型２両編成（１１２６７編成） 

（４）そ の 他：展示車両は、車両紹介イベント参加者のみ車内見学や運転台での記念撮影をす

ることができます。それ以外の方は、外観のみの見学となります。 

 

 

 

 

 

 

 

△１１２６７編成 

※１１２６７編成について 

東武鉄道１００００系は、通勤車両として使われていた８０００系の後継車として１９８３（昭和

５８）年に登場し、１９９６（平成８）年までに４８６両が製造されました。１００００系は東武鉄

道として初めて主制御装置に界磁チョッパ制御装置（回生ブレーキ付き）を採用しました。 

１００３０型は１９８８（昭和６３）年に登場したマイナーチェンジ車両で、前面をＦＲＰ（繊維強

化プラスティック）で覆い、外板はビード成型としました。展示の１１２６７編成は１９９６（平成

８）年に新製され、東武鉄道で初めてシングルアームパンタグラフを搭載しました。  



 

２ 車両紹介イベント開催 

（１）日  時：２０２６年３月２８日（土）、３月２９日（日）、４月４日（土）、 

             ４月５日（日） 

（２）回  数：５回／日 

        １０：３０～１１：００，１１：３０～１２：００、１３：２０～１３：５０ 

        １４：２０～１４：５０、１５：２０～１５：５０ 

（３）定  員：５組／回 

        （但し、１組４名以内かつ小学生以下のお子さまとその保護者の方限定） 

（４）場  所：鉄道博物館 Ｅ１系横 車両展示スペース 

（５）内  容：車両紹介、車内見学、運転台での記念撮影など（予定） 

（６）そ の 他：イベントの申込方法や内容等の詳細については、鉄道博物館のホームページを

ご確認ください。 

        鉄道博物館：https://www.railway-museum.jp/ 

 

３ 東武博物館による講演会 

（１）開 催 日：２０２６年３月２９日（日） 

（２）時  間：１３：００～１４：３０ 

（３）場  所：鉄道博物館 北館 てっぱくホール 

（４）テ ー マ：東武１００００系電車あれこれ ―運転士の視点から― 

        （東武鉄道の元運転士が１００００系車両を解説します） 

（５）そ の 他：定員１００名（先着順） 

        直接会場へお越しください。 

 

４ ヘッドマーク掲出 

（１）期  間：２０２６年３月２３日（月）～４月５日（日） 

        （期間内に不定期で掲出します） 

（２）場  所：鉄道博物館 Ｅ１系横 車両展示スペース 東武鉄道１１２６７編成 前面 

（３）内  容：１００００型、１００３０型車両で実際に使用した、もしくはレプリカのヘッ

ドマークを掲出します。 

 

５ その他 

  告知内容は予告なく変更、または中止となる場合がございます。 

 

以 上 

 

 

https://www.railway-museum.jp/

